
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年３月１０日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２２年４月１１日 １２時００分ごろ 

発生場所 和歌山県串本町潮岬南東方沖 

 潮岬灯台から真方位１５５°２９海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３３°００′ 東経１３６°００′） 

事故調査の経過 平成２２年８月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 第一英
えい

祐
ゆう

丸、１９.０トン 

 ＯＴ２－３５３０（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.９５ｍ（Lr）×３.７６ｍ×１.４８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１６０、昭和６０年７月１２日 

乗組員等に関する情報 機関長 男性 ６０歳 

 四級海技士（機関）内燃 

  免 許 年 月 日 昭和４９年７月１２日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成１９年７月４日 

免状有効期間満了日 平成２４年７月３日 

死傷者等 なし 

損傷 発電機原動機（以下「補機」という。）２番シリンダのクランク軸焼損、

同シリンダのピストン、シリンダライナ、連接棒、各軸受メタル及びブロ

ック（クランク室壁）等損傷 

事故の経過 本船は、機関長ほか６人が乗り組み、平成２２年４月１１日１２時００

分ごろ、潮岬灯台から真方位１５５°２９Ｍ付近を補機から給電しながら

航行中、補機が爆発したような大きな異音を発して停止し、船内の電源が

喪失した。 

 

操舵室で機関室監視モニターを見ていた機関長は、直ちに機関室に急行

したところ、補機の周囲に黒煙と炎が立ち込めているのを認め、操舵室の

持運び式の粉末消火器１本を使用して消火を行った。 

機関室の火災は、初期消火によって鎮火したが、補機が運転できなくな

り、主機駆動の発電機から給電して航行を続け、１６時００分ごろ、和歌

山県那智勝浦町勝浦港に入航した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西南西、風力 ３、視程 約２０～２５km 

海象：平穏 

その他の事項 本事故当時、機関室は無人であった。 

補機が大きな異音を発する前に警報は作動しなかった。 
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 持運び式の粉末消火器は、操舵室と機関室の入口に各２本ずつ備えられ

ていた。 

補機は、２番シリンダの連接棒がクランク軸から外れ、クランク室壁を

突き破っていた。 

本事故後、補機の状態について、次のことが判明した。  

① クランク室の潤滑油（以下「ＬＯ」という。）が不足していた。 

② ＬＯのプライミングとクランク室ＬＯの排出を兼ねる機付きウイン

グポンプの出口から、ＬＯが僅かに漏えい
．．

していた。 

③ ウイングポンプの出口にある切替コックが、機関の振動などによっ

て緩んでいた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

本船は、潮岬南東方沖を勝浦港に向けて航行

中、補機２番シリンダの連接棒がクランク室壁を

突き破った際、連接棒とクランク室壁との金属接

触によって発生した火花が、クランク室内に充満

していたＬＯオイルミストに着火し、クランク室

壁の破口から火炎が噴出したものと考えられる。 

補機のＬＯは、機付きのウイングポンプの出口

にある切替コックが機関の振動などで緩み、ウイ

ングポンプの出口から徐々に漏えい
．．

した可能性が

あると考えられる。 

補機のクランクピン軸受は、機付きウイングポ

ンプの出口からＬＯが徐々に漏えい
．．

し、ＬＯが不

足して潤滑が阻害されたものと考えられる。 

補機は、クランクピン軸受等の潤滑が阻害さ

れ、過熱してクランク室内にＬＯオイルミストが

充満し、２番シリンダのクランクピン軸受が焼損

して連接棒がクランク軸から外れ、クランク室壁

を突き破ったものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、潮岬南東方沖を勝浦港に向けて航行中、補機のＬＯ

が漏えい
．．

したため、クランクピン軸受等の潤滑が阻害され、過熱してクラ

ンク室内にＬＯオイルミストが充満し、２番シリンダのクランクピン軸受

が焼損して連接棒がクランク軸から外れ、連接棒とクランク室壁との金属

接触によって発生した火花が、ＬＯオイルミストに着火したことにより発

生したものと考えられる。 

 




